
第672号 2025年（令和7年）4月1日全 日 電 工 連（1）

新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●電気工事議員連盟総会　 1面

●委員会等報告　 2面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部・女性部 活動報告　 8面

　

電
気
工
事
議
員
連
盟
の
第

6
回
総
会
が
3
月
11
日
、
参

議
院
議
員
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
政
治
連
盟
か

ら
は
米
沢
会
長
、
嶋
野
貞
雄

幹
事
長
、
全
日
電
工
連
政
連

副
会
長
、
全
日
電
工
連
政
連

幹
事
・
監
事
な
ど
22
名
が
出

席
。
西
村
康
稔
議
員
連
盟
会

長
、
片
山
さ
つ
き
議
員
連
盟

幹
事
長
、
宮
本
周
司
議
員
連

盟
事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す

る
議
員
連
盟
国
会
議
員
、
経

済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

厚
生
労
働
省
、
出
入
国
在
留

管
理
庁
、
警
察
庁
等
の
要
望

事
項
担
当
部
局
出
席
の
も

と
、
全
日
電
工
連
政
治
連
盟

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
質
疑

応
答
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

要

望

事

項

★
政
策
措
置
等

①
国
内
資
格
関
係
事
項

政
策
・
予
算
・
税
制
の
要
望
書
提
出

（1）
電
気
工
事
士
免
状
貼
付
の

顔
写
真
の
書
き
換
え
手
続
き

の
措
置

　

電
気
工
事
士
免
状
に
お
い

て
は
写
真
の
書
き
換
え
が
な

く
、
写
真
の
更
新
は
免
状
の

汚
損
ま
た
は
毀
損
に
伴
う
再

交
付
の
場
合
の
み
実
行
さ
れ

て
い
る
。

　

電
気
工
事
士
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
第
一
種
電
気
工
事

士
定
期
講
習
（
免
状
交
付
日

ま
た
は
前
回
受
講
日
か
ら
5

年
以
内
に
受
講
す
る
こ
と
）

の
際
は
本
人
確
認
が
必
要
と

な
り
、
免
状
発
行
時
の
写
真

で
は
損
傷
が
多
く
、
ま
た
本

人
判
別
に
手
間
を
と
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
第
二

種
電
気
工
事
士
免
状
含
め
免

状
写
真
の
書
換
え
が
可
能
と

な
る
よ
う
措
置
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。

（2）
低
圧
電
気
取
扱
業
務
特
別

教
育
の
講
習
項
目
の
免
除
措

全

日

電

工

連

政

治

連

盟

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
特
別
教
育
の
問
題
は
、

学
科
講
習
・
実
技
内
容
に
電

気
工
事
士
資
格
取
得
時
に
習

得
し
た
知
識
・
技
能
が
存
在

し
て
い
る
。
安
全
衛
生
部
分

以
外
の
電
気
工
事
士
資
格
と

の
重
複
部
分
に
つ
い
て
は
、

免
除
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
在
留
資
格
関
係

（1）
高
度
人
材
「
技
術
・
人
文

知
識
・
国
際
業
務（
技
人
国
）」

の
業
務
範
囲
の
拡
充

　

在
留
資
格
「
技
人
国
」
に

よ
る
外
国
人
材
は
、
施
工
管

理
業
務
の
み
に
従
事
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
施
工

管
理
に
従
事
す
る
に
は
、
現

場
作
業
の
知
識
が
必
須
と
な

り
、
当
該
外
国
人
材
が
電
気

工
事
士
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
を
条
件
に
、
現
場
作
業
に

も
従
事
で
き
る
よ
う
制
度
の

見
直
し
の
検
討
を
い
た
だ
き

た
い
。

③
政
策
全
般

（1）
電
線
盗
難
防
止
の
強
化
対

策
　

銅
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

電
線
導
体
に
使
用
さ
れ
て
い

る
銅
の
盗
難
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
近
年
で
は
太
陽
光

発
電
所
で
の
盗
難
被
害
の
件

数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

電
気
工
事
の
施
工
中
は
電

気
工
事
会
社
が
、施
工
後（
引

き
渡
し
後
）
は
設
置
者
が
対

応
に
あ
た
っ
て
お
り
、
事
業

者
と
し
て
も
、
警
察
へ
の
通

報
、現
場
検
証
の
立
ち
合
い
、

復
旧
ま
で
の
対
応
業
務
が
増

え
通
常
業
務
に
支
障
が
起
き

て
い
る
。
ま
た
損
害
額
を
補

償
す
る
保
険
加
入
、
盗
難
防

止
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な

ど
事
前
防
犯
対
策
を
と
っ
て

い
る
が
限
界
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
盗
難
防
止
に
向

け
、
買
い
取
り
を
す
る
際
の

本
人
確
認
の
強
化
な
ど
盗
難

品
を
売
却
し
づ
ら
い
環
境
整

備
、
政
府
と
警
察
の
協
力
に

よ
る
金
属
の
買
取
事
業
者
に

対
す
る
規
制
強
化
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

（2）
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
補
助
金

活
用
に
伴
う
申
請
手
続
き
の

改
善
と
簡
素
化

　
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条

約
第
5
回
締
約
国
会
議
」
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
一
般
照

明
用
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造
・

輸
出
入
の
廃
止
が
2
0
2

7
年
末
と
決
定
さ
れ
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
計
画
的
な
切
り
替
え

推
進
が
重
要
と
な
る
。
中
小

事
業
所
等
が
自
治
体
の
補
助

金
を
活
用
し
て
工
事
を
行
う

ケ
ー
ス
で
は
、
そ
の
申
請
が

煩
雑
の
た
め
に
電
気
工
事
業

者
に
申
請
依
頼
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
交
換
に
よ
る

Ｐ
Ｃ
Ｂ
早
期
処
理
促
進
、
低

炭
素
化
社
会
実
現
に
向
け

て
、
各
種
補
助
金
の
申
請
手

続
き
の
改
善
と
簡
素
化
に
つ

い
て
、
国
か
ら
各
自
治
体
に

指
導
を
願
い
た
い
。

★
税
制
措
置
・
金
融
措
置

①
印
紙
税
の
早
急
な
廃
止

　

近
年
の
電
子
化
の
流
れ
に

対
応
し
、
印
紙
税
が
不
要
の

電
子
契
約
が
増
大
し
て
い

る
。
電
子
契
約
と
紙
契
約
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
印
紙
税

の
廃
止
を
求
め
る
。

②
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税

率
特
例
の
延
長

　

現
状
、
法
人
税
率
に
つ
い

て
は
、
年
間
8
0
0
万
円
以

下
の
所
得
金
額
に
対
す
る
税

率
は
、
19
%
か
ら
15
%
に
軽

減
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
強
化
や
資
金
繰

り
負
担
軽
減
の
た
め
、
本
措

置
の
2
年
延
長
を
要
望
す
る
。

③
中
小
企
業
者
の
防
災
・
減

災
設
備
投
資
促
進
税
制
の

拡
充
と
延
長

（1）
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

る
な
か
、
中
小
企
業
が
事
前

の
備
え
を
行
う
た
め
に
も
、

当
税
制
対
象
の
建
物
付
属
設

備
に
つ
い
て
災
害
対
策
の
た

め
の
移
設
工
事
を
包
含
し
た

適
用
に
拡
大
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（2）
今
後
も
中
小
企
業
に
よ
る

防
災
・
減
災
に
向
け
た
設
備

投
資
の
促
進
が
必
要
で
あ

り
、
令
和
6
年
度
末
と
さ
れ

て
い
る
適
用
期
限
の
2
年
延

長
を
求
め
る
。

置
　

低
圧
の
充

電
電
路
の
敷

設
・
修
理
お

よ
び
充
電
部

分
が
露
出
し

た
開
閉
器
の

操
作
に
従
事

す
る
業
務
に

は
、
事
業
者

が
労
働
者
に

低
圧
電
気
取

扱
業
務
特
別

教
育
の
実
施

左から宮本事務局長、片山幹事長、西村議連会長、米沢会長

★
予
算
措
置
に
関
す
る
要
望  

①
耐
震
補
強
に
係
る
補
助
金

制
度
活
用
時
に
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
・
漏
電
遮
断
器
の

設
置
条
件
の
追
加
措
置

　

政
府
で
は
、
地
震
や
台
風

等
の
災
害
で
発
生
す
る
「
復

電
火
災
」
を
未
然
に
防
ぐ
観

点
か
ら
、
内
線
規
程
に
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
規
定
、

指
定
地
域
の
住
宅
な
ど
に
施

電

気

工

事

議

員

連

盟

第
6
回

総

会

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
、
家
庭
部
門
で

の
省
エ
ネ
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
な
ど
高
効
率
給
湯
器
の

導
入
支
援
を
強
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
高
効

率
給
湯
器
導
入
促
進
に
よ
る

家
庭
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
補
助
金
の
延
長
を
要
望

す
る
。

設
す
る
こ
と
が
勧

告
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
地
域
の
住
宅

な
ど
に
施
設
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
。

　

国
・
自
治
体
に

よ
る
住
宅
の
耐
震

補
強
の
補
助
金
制

度
を
活
用
す
る
際

に
は
、
電
気
火
災

の
防
止
の
観
点
よ

り
、
遮
断
性
能
・

安
全
機
能
の
高
い

分
電
盤
タ
イ
プ
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

お
よ
び
漏
電
遮
断

器
の
設
置
条
件
追

加
の
措
置
を
要
望

す
る
。

②
高
効
率
給
湯
器

導
入
促
進
に
よ

る
家
庭
部
門
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
補
助
金
の

延
長

参加者で集合写真
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友好団体感謝状を12年連続で受賞
　全日電工連政治連盟（米沢寛会長）は、3月9日

に都内で開催された自民党の党大会で表彰された。

　この表彰は、自民党を支援・協力する個人や団

体を対象に感謝の意を表すことが目的。

　平成26年から29年までは全日電工連が4年連続

で表彰、平成30年からは全日電工連政治連盟に感

謝状が贈呈されており、全日電工連として12年連

続で表彰された。

全日電工連 政治連盟

自
民
党
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
感
謝
状

委員会等報告

　・ 2024年度の事業進捗状況を
取りまとめ、次年度に向け
た事業の方向性を定めた。

　・ 第一種電気工事士定期講習
の受講者増加対策を検討。
若い世代に向けＳＮＳを駆
使して情報発信の強化を図
る方針。

　・ 技能者技術認証制度の構築
に向けた作業部会の進捗状
況を報告。

　・ スキルアップ研修体制の開催概要を検討。「最新技術」「組合員営業力強化」「防災
対策」をテーマに実施していく。

☆技術・認証委員会（會津圭一郎委員長・3月18日）☆総合政策会議所管

◆人材確保育成ＷＧ（浅川誠吾担当副議長・須田敏行座長　2月27日）オンライン会議

　・ 外国人材雇用に関する好
事例を収集し、精査のう
え取りまとめていく。

　・ 業界人材確保育成対策に
係る組合事業の現状と新
たな視点からのバージョ
ンアップを審議。方向性
を定めて答申に向けて最
終確認と調整を行った。

　・ 電気工事業界の持続的発
展に向けて、経済産業省・電力安全課と情報交換を行いながら取り組んでいく
方針。

◆全国青年部協議会（齊藤卓也会長・3月13日）

　・ 2024（令和6）年度の事業
を報告。トレンドプロジェ
クト・グローアッププロジ
ェクトのチームごとに担当
事業の進捗状況報告と協議
事項について検討した。

　・ 今後のスケジュールを確認。
翌日に開催される第4回全国
青年部評議員会の最終確認
と役割分担・進行チェック
を入念に行った。

☆全国女性部連絡協議会世話人会（北川麻弓代表世話人　3月3日）

　・ 女性部連絡協議会からの施
策提言・意見書を検討。ア
ンケートを参考に、女性部
の目指す方向性を明確にし
て取りまとめる方針。

　・ 2024年度の実施事業・活動
を報告。これらの事業に基
づき2025年度の方針・計画
を策定する考えだ。

　・ 第一種電気工事士定期講習
ポスターのデータデザイン案等についても検討した。

　

福
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合（
浅
川
誠
吾
理
事
長
）

の
会
津
支
部
（
新
田
一
則
支
部
長
）
は
、
中
学
生
・

高
校
生
を
対
象
に
電
気
工
事
業
界
の
魅
力
を
広
く
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
電
気
工
事
士
を
目
指
す
中
学
生

を
主
人
公
に
描
い
た
漫
画
「
デ
ン
キ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

誕
生
物
語
」
を
作
成
し
た
。

　

生
活
に
電
気
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
主

人
公
が
、
電
気
を
支
え
る
仕
事
を
学
ぼ
う
と
す
る
過

程
を
描
き
、
電
気
の
大
切
さ
や
電
気
工
事
士
の
や
り

が
い
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。

　

冊
子
は
2
0
0
0
部
発
行
さ
れ
、
会
津
地
区
の
中

学
・
高
校
に
配
布
し
た
。

　

新
田
支
部
長
は
「
電
気
工
事
業
界
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
」と
話
し
た
。

　

入
社
後
の
若
手
技
術
者
が
、
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
か
ら
始
ま
り
、
業
界
全
般
の
基
礎
知

識
を
学
べ
ま
す
。

　

業
界
担
い
手
の
定
着
を
目
指
し
、
電
気
工
事

技
術
者
と
し
て
、
工
具
や
専
門
用
語
の
名
称
・

解
説
は
も
ち
ろ
ん
、
関
わ
っ
て
く
る
法
令
や
資

格
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
め
に
使
用
し
て
い
る

の
で
分
か
り
や
す
く
、
初
心
者
研
修
用
に
オ
ス

ス
メ
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
向
け
価
格

8
0
0
円
／
冊
（
税
込
）

▶

A
4

64
ペ
ー
ジ

▶

2
0
1
6
年
2
月
発
行

電
気
工
事
業
の
魅
力
を
伝
え
る

学
生
向
け
の
マ
ン
ガ
を
作
成

初

心

者

研

修

冊

子

電
気
工
事
へ
よ
う
こ
そ
！

新
入
社
員
研
修
向
け

新入社員研修にお勧めの冊子新入社員研修にお勧めの冊子
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2024(令和6)年度を振り返る

全日電工連の主な出来事全日電工連の主な出来事

44月 15日 第5回電気工事技能競技全国大会 競技課題の事前公表月 15日 第5回電気工事技能競技全国大会 競技課題の事前公表

 19日 総合政策会議 開催 人材確保対策に係る中間答申 19日 総合政策会議 開催 人材確保対策に係る中間答申

 23日 富山県工組女性部設立総会(全国15番目の設立) 23日 富山県工組女性部設立総会(全国15番目の設立)

55月14日 令和6年春の叙勲､ 褒章式典 全日電工連関係者受章月14日 令和6年春の叙勲､ 褒章式典 全日電工連関係者受章

   人材確保育成WG 外国人材確保をテーマに経産省と意見交   人材確保育成WG 外国人材確保をテーマに経産省と意見交

換換

66月 27日 第108回通常総会月 27日 第108回通常総会

77月 23日 兵庫県工組女性部設立総会(全国16番目の設立)月 23日 兵庫県工組女性部設立総会(全国16番目の設立)

88月  電気使用安全月間 全国で運動を展開月  電気使用安全月間 全国で運動を展開

  全日電工連HP ｢EV工事プロ｣ 専用サイトをリニューアル  全日電工連HP ｢EV工事プロ｣ 専用サイトをリニューアル

 11日  第60回電気保安功労者経済産業大臣表彰式 全日電工連関係日  第60回電気保安功労者経済産業大臣表彰式 全日電工連関係

者19名が受章者19名が受章

 22日 全国事務局責任者会議 開催 22日 全国事務局責任者会議 開催

 26日  全国青年部協議会 国交省と働き方改革への対応や電気工事 26日  全国青年部協議会 国交省と働き方改革への対応や電気工事

業における課題などをテーマに意見交換業における課題などをテーマに意見交換

99月 月 55日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え

る研修会｣ (長野県工組)る研修会｣ (長野県工組)

 12日 工販若手経営者懇談会 12日 工販若手経営者懇談会

 13日 全国青年部評議員会開催 13日 全国青年部評議員会開催

 26日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え 26日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え

る研修会｣ (兵庫県工組)る研修会｣ (兵庫県工組)

 10月 18日  令和 10月 18日  令和 66年度優秀施工者国土交通大臣顕彰(建設マスター)･青年度優秀施工者国土交通大臣顕彰(建設マスター)･青

年優秀施工者不動産･建設経済局長顕彰(建設ジュニアマス年優秀施工者不動産･建設経済局長顕彰(建設ジュニアマス

ター)顕彰式典ター)顕彰式典

11月 26日  令和11月 26日  令和 66年秋の叙勲､ 褒章式典 全日電工連関係者から年秋の叙勲､ 褒章式典 全日電工連関係者から55氏受氏受

章章

 20日 自民党 予算･税制等に関する政策懇談会に参加 20日 自民党 予算･税制等に関する政策懇談会に参加

 27日~28日 第 27日~28日 第 55回電気工事技能競技全国大会(横浜アリーナ)回電気工事技能競技全国大会(横浜アリーナ)

 29日  全日電工連全国青年部協議会 第6回全国青年部会員大会を 29日  全日電工連全国青年部協議会 第6回全国青年部会員大会を

開催(横浜)開催(横浜)

12月  DEN-UP 対面説明会オンラインセミナーを開始12月  DEN-UP 対面説明会オンラインセミナーを開始

 16日 人材確保育成WG 経済産業省･電力安全課と意見交換 16日 人材確保育成WG 経済産業省･電力安全課と意見交換

 20日 電気工事士法施行令の一部改正 20日 電気工事士法施行令の一部改正

  電気工事士試験 学科試験の免除対象期間が拡大  電気工事士試験 学科試験の免除対象期間が拡大

2025年2025年

11月 月 88日 電気関係団体 新年賀詞交歓会および関係行政ご挨拶日 電気関係団体 新年賀詞交歓会および関係行政ご挨拶

 29日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え 29日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え

る研修会｣ (静岡県工組)る研修会｣ (静岡県工組)

22月 月 55日 全国青年部協議会 経済産業省電力安全課と意見交換会日 全国青年部協議会 経済産業省電力安全課と意見交換会

 13日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え 13日  組合運営向上プロジェクト ｢組合の歴史に学び未来を考え

る研修会｣ (福岡県工組)る研修会｣ (福岡県工組)

 14日 公共工事設計労務単価が発表 電工 全国平均26,270円 14日 公共工事設計労務単価が発表 電工 全国平均26,270円

 20日 第109回臨時総会･政治連盟第15回通常総会(東京) 20日 第109回臨時総会･政治連盟第15回通常総会(東京)

33月 月 99日 友好団体感謝状12年連続受賞日 友好団体感謝状12年連続受賞

 11日 第 11日 第 66回議員連盟総会開催回議員連盟総会開催

ビジョンを明確にして組織を強化

人材確保育成
　人材確保育成ＷＧでは、外国人材を採用する組合員の先進的事
例研究、外国人材受け入れ時の現状制度面の課題整理・提言とと
もに、関係省庁との課
題改善に向けた意見交
換会を実施。
　国内人材の確保育成
にも目を向け、包括的
な視点から課題解決の
審議と答申に取り組ん
だ。

電工組支援強化
・組合運営向上プロジェクト
　電工組財政基盤強化・組織安定化を目的に、組織政策委員会の
伴走支援策として「組合の歴史に学び未来を考える研修会」を実

施。開催工組では今後
の組合運営を考えるた
め、研修会内で将来構
想会議を行い、組織的
な課題の共有と解決策
を組合幹部で協議して
運営の方向性を見定め
る機会とした。

組合後継者の活躍
　全国青年部協議会では、
『時流と成長』を活動方針
に掲げ、第6回全国青年部
会員大会を開催。小・中学
生への業界ＰＲ活動に向け
たツール作製など新たな視
点からの取り組みに着手し
た。

　全国女性部は、現在16工
組に設立されており、全国
統一活動のもと女性部間の
ネットワークの強化、第5
回電気工事技能競技全国大
会への連携等活動が加速化
している。

第5回電気工事技能競技全国大会
　技能向上・業界全体のレベルアップを図るとともに、憧れられ
外部に誇れる業界づくりの具現化へつなげる重要事業として開催
された第5回電気工事技能競技全国大会。『Connect to the future　
人と技能で守り、つなぐ未来』をテーマに、全国から選ばれた出
場選手71名が部門ごとに頂点を目指して競技に臨み、当日の来場
者2,711名が見守るなかで新たな感動を巻き起こした。
　今大会では前回
大会に引き続きYo 
uTube配信を行っ
たほか、審査時間
を利用して女性部
が企画したイベン
トやメーカーの協
力による抽選会も
実施した。

組合員企業のDX化推進
　組合員の業務効率化を果たし、業界全体のボトムアップを目指
すための現場ＤＸサー
ビス「ＤＥＮ-ＵＰ」は、
ＤＸサービス分科会に
よる活用促進研修会や
組合員先行活用事例の
情報提供等による普及
促進策を進め、加入者
が順調に伸びてきてい
る。
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【
社
内
Ｄ
Ｘ
化
を
図
る
】

社
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
案
件
管
理
が
一
元
化
で
き
て

お
ら
ず
、
紙
や
複
数
の
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
し

て
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ

Ｐ
を
導
入
し
て
デ
ー
タ
化
し
Ｄ

Ｘ
化
を
図
り
た
い
と
思
い
導
入

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

以
前
利
用
し
て
い
た
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
社
員
一
人
に
つ
き
一

ア
カ
ウ
ン
ト
分
の
費
用
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
は
Ｉ
Ｄ
数
無
制
限

（
※
）
で
し
か
も
安
価
な
定
額

制
で
す
。
そ
の
た
め
全
社
員
に

ア
カ
ウ
ン
ト
を
発
行
し
、
会
社

全
体
で
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
コ
ス
ト

的
に
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
官
公
庁
の
仕
事
が
メ

イ
ン
な
の
で
、
工
事
写
真
に
規

　全日電工連が組合員ＤＸ促進を支援するためにメーカーと共同で開発したＤＸツール「ＤＥＮ－ＵＰ（デンナップ）」。電気工事業に特化
したＤＥＮ-ＵＰは、電気工事会社のデジタル化をサポートし、業務効率化や生産性向上、社員の技術力向上に貢献します。
　ＤＥＮ－ＵＰサービスのメリットをより分かりやすくお伝えするため、実際に利用されている組合員企業2社の活用事例を紹介します。

定
が
あ
り
、
台
帳
の
整
理
に
も

非
常
に
手
間
暇
が
か
か
り
、

Ｐ
h
o
t
o
Ｍ
a
n
a
g
e
r

は
ぜ
ひ
使
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
。
現
場
で
撮
影
し
た

す
べ
て
の
写
真
は
ク
ラ
ウ
ド
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
会
社
に
戻

っ
て
か
ら
整
理
、
書
類
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に

使
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

※
I
D
数
無
制
限
は
全
日
電
工

連
組
合
員
企
業
限
定

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円

滑
に
】

　

社
員
同
士
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
事

務
担
当
は
各
社
員
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
確
認
を
行
う
こ
と
も
多
い

で
す
し
、
現
場
で
は
職
人
が
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
と
案
件
内
容

の
確
認
に
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を
使
用

し
て
お
り
、
一
元
化
さ
れ
た
こ

と
で
す
ぐ
に
確
認
が
で
き
、
非

常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
必
要
な
機
能
が
す
べ

て
入
っ
て
い
る
の
で
、
カ
メ
ラ

や
黒
板
、
図
面
を
持
っ
て
い
く

こ
と
な
く
、
施
工
図
や
工
程
表

の
確
認
、
写
真
撮
影
、
電
子
小

黒
板
の
作
成
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
一

つ
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ク
ラ
ウ
ド
上
で
デ
ー
タ
を

管
理
で
き
る
の
で
、
図
面
や
仕

様
書
を
出
力
し
て
持
ち
歩
か
な

く
て
も
、
現
場
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
一
番
便

利
な
点
か
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
共
有
や
チ
ャ

ッ
ト
機
能
の
お
か
げ
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
に
な

り
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
非
常
に
大
き

な
成
果
で
す
。

【
役
に
立
つ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
】

　

弊
社
で
は
導
入
か
ら
一
年
が

経
ち
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
社

員
が
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－
Ｕ
Ｐ
を
使
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
便
利

さ
を
各
社
員
が
認
識
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営
的
な

立
場
か
ら
も
、
社
員
の
業
務
効

率
化
に
つ
な
が
り
導
入
し
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
方
は
比
較
的
Ｄ

Ｘ
ア
プ
リ
や
ツ
ー
ル
に
関
し
て

も
抵
抗
な
く
使
え
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
強
み
を
活

か
し
て
先
輩
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

組合員企業のＤＸ化を推進！

株式会社エスケイ電業 代表取締役
香川県電気工事業工業組合 理事長

佐藤 佳生 様
(写真右:取締役副社長 佐藤 亮介 様)

　
〔
建
築
・
設
備
施
工
管
理

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
〕
に
対
応
し
た

『
電
気
工
事
業
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
こ
れ
か
ら
』
業
務
効
率

化
に
よ
る
生
産
性
向
上
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
（
参
加
費
無
料

・
事
前
予
約
制
）。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
電
気
工
事

業
に
従
事
す
る
方
す
べ
て
を

対
象
に
、
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
業

務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
知
る
と
と

も
に
、
電
気
工
事
業
界
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
導
入
の
必
要
性
を

学
ぶ
も
の
で
す
。
ま
た
、
全

日
電
工
連
が
運
営
す
る
Ｄ
Ｘ

支
援
ツ
ー
ル
『
Ｄ
Ｅ
Ｎ
―
Ｕ

Ｐ
』
の
活
用
事
例
も
交
え
、

よ
り
実
践
的
な
内
容
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ミ
ナ
ー
は
建

設
業
振
興
基
金
の
「
建
築
・

設
備
施
工
管
理
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
）」

と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
参

加
者
が
受
講
す
る
こ
と
で
2

単
位
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

令
和
3
年
4
月
の
改
正
以

降
、
経
営
事
項
審
査
の
評
価

対
象
と
も
な
っ
て
い
る
た

め
、
従
業
員
個
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
事

業
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
詳
細
は
、

検
索
サ
イ
ト
で
『
き
き
ん
の

Ｃ
Ｐ
Ｄ
』
と
検
索

電
気
工
事
業
D
X

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
認
定

◆参加費無料・事前予約制 (各回開催日の 1 週間前まで)
◆ＣＰＤ単位取得には、制度への参加登録が受講前に必要
※セミナー申込時に個人毎のＣＰＤＩＤの申請が必要なため

◆ＣＰＤ単位取得を希望しない方も受講可能
◆Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」を利用

URL:https://den-up.jp/

開 催 日

◎2025年 5月28日(水) 16:00－17:40

◎2025年 7月17日(木) 17:30－19:10

◎2025年 9月19日(金) 16:00－17:40

◎2025年11月10日(月) 17:30－19:10

◎2026年 1月22日(木) 16:00－17:40

◎2026年 3月 3日(火) 17:30－19:10

ＤＥＮ－ＵＰ公式サイト

からお申込みください

ＤＥＮ－ＵＰ公式サイト

からお申込みください

【
導
入
の
き
っ
か
け
】

　

年
間
で
浦
安
市
街
灯
保
守
工

事
を
受
注
し
、
弊
社
含
む
九
社

の
浦
安
電
気
工
事
協
同
組
合
で

行
っ
て
い
ま
す
。
協
力
会
社
と

の
情
報
共
有
に
は
手
間
と
負
担

が
か
か
り
漏
れ
な
ど
も
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
メ
ー
ル
の
や
り
と

り
に
代
わ
る
連
絡
ツ
ー
ル
を
検

討
し
て
い
た
際
、
千
葉
県
電
気

工
事
組
合
の
支
部
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
紹
介
さ
れ
、
今
ま

で
個
別
に
行
っ
て
い
た
や
り
と

り
を
、
協
力
会
社
を
含
み
一
括

で
出
来
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
魅

力
を
感
じ
て
導
入
を
検
討
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
個
別
の
メ
ー
ル
で
行

っ
て
い
た
情
報
共
有
を
一
括
で

行
え
る
こ
と
が
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
は
自
社
の

従
業
員
が
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に

必
要
な
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
は
無
制

限
（
※
）
に
発
行
で
き
ま
す
。

そ
し
て
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
は
協
力
会

社
を
無
制
限
に
招
待
で
き
る
の

で
、
弊
社
が
導
入
す
れ
ば
協
力

会
社
の
皆
さ
ん
に
は
費
用
の
負

担
な
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と

い
う
と
こ
ろ
も
魅
力
で
し
た
。

※
Ｉ
Ｄ
数
無
制
限
は
全
日
電
工

連
組
合
員
企
業
限
定

【
解
消
さ
れ
た
課
題
】

　

協
力
会
社
と
の
や
り
取
り

が
、
非
常
に
効
率
的
か
つ
円
滑

に
な
り
ま
し
た
。
現
場
で
一
括

で
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
忘
れ
る
こ
と
も
な

く
、
余
計
な
時
間
を
取
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り

で
は
、
ど
う
し
て
も
送
り
側
と

受
け
取
り
側
で
「
見
た
・
見
な

い
」「
送
っ
た
・
送
ら
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
は
デ
ー
タ
を
ア
ッ

プ
す
る
と
必
ず
通
知
が
い
く
通

知
機
能
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
見

過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
と
て
も
良

か
っ
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

【
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の
メ
リ
ッ

ト
】

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の
費
用
は

個
人
的
に
と
て
も
安
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
利
用
し
て

い
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
自

社
流
に
構
築
す
る
の
に
手
間
と

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
は
す
で
に
電

気
工
事
会
社
向
け
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
さ
れ
た
仕
組
み
に
、
自
分

達
の
運
用
方
法
を
当
て
は
め
て

い
け
ば
い
い
の
で
、
そ
の
手
間

を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
写
真
管
理
ツ
ー
ル

も
、
Ｐ
h
o
t
o
Ｍ
a
n
a
g

e
r
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
あ
っ

て
も
追
加
で
費
用
が
か
か
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
々
の
利

用
料
と
し
て
考
え
た
ら
本
当
に

安
価
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
と

こ
ろ
は
、
や
は
り
情
報
共
有
が

素
早
く
で
き
る
こ
と
で
す
。
情

報
共
有
の
方
法
や
ス
ピ
ー
ド

感
、
正
確
性
な
ど
に
課
題
を
感

じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
社
様

は
、
ぜ
ひ
一
度
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ

Ｐ
を
触
っ
て
み
て
、
ご
検
討
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

株式会社ウラデン 代表取締役
千葉県電気工事工業組合

朝生 勇 様



第672号 2025年（令和7年）4月1日全 日 電 工 連（5）

第 一 種 電 気 工 事 士 定 期 講 習
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2025年 5 月～2025年 7 月
所属工組の講習を受講しよう！
① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。

2025年 6 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

茨城 6月12日 木 121501 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

埼玉 6月10日 火 124501 埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

中
部 岐阜 6月10日 火 132501 ワークプラザ岐阜

岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

近
畿

京都
6月 5日 木 152501 京都テルサ 京都府電気工事工業組合

℡075-672-43116 月20日 金 152502 舞鶴市西公民館

大阪
6月 8日 日 153501 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61476 月17日 火 153502 

和歌山 6 月11日 水 156501 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3291

中
国

鳥取 6月12日 木 161501 エースパック未来中心
鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

山口 6月11日 水 165501 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

九
州
・
沖
縄

福岡 6月19日 木 181501 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

那覇 6月10日 火 191502 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2025年 7 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 7月12日 土 103502 北海道電気会館
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

関
東

茨城 7月12日 土 121502 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 7月25日 金 122502 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉
7月10日 木 125501 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60867 月15日 火 125502 

東京 7月14日 月 126502 全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

山梨 7月 3日 木 128501 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜 7月 8日 火 132502 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 7月13日 日 133501 静岡労政会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

北
陸

富山 7月15日 火 141501 富山県中小企業研修センター
富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

石川 7月31日 木 142501 石川県地場産業振興センター
石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

近
畿

大阪 7月10日 木 153503 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 7月13日 日 154502 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

中
国 広島 7月 4日 金 164501 広島県情報プラザ

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

四
国 高知 7月 3日 木 174502 高知城ホール

高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

福岡 7月10日 木 181502 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

宮崎
7月17日 木 186501 延岡市職業訓練支援センター 宮崎県電気工事業工業組合

℡0985-24-73887 月26日 土 186502 ＪＡ・ＡＺＭホール 別館

2025年 5 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

岩手 5月 9日 金 112501 奥州市文化会館
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

福島 5月20日 火 116501 いわき新舞子ハイツ
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟 5月20日 火 117502 
燕三条地場産業振興センター
メッセピア

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

栃木 5月23日 金 122501 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

東京 5月15日 木 126501 全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

近
畿

兵庫 5月16日 金 154501 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

奈良 5月30日 金 155501 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国 岡山 5月 8日 木 163501 第一セントラルビル 1 号館

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

四
国 高知 5月 9日 金 174501 高知城ホール

高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

佐賀 5月27日 火 182501 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 5月13日 火 183501 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

熊本 5月16日 金 184501 熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

大分 5月21日 水 185501 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

那覇 5月14日 水 191501 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2025年 6 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

函館 6月20日 金 104501 函館市民会館
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

宮城 6月13日 金 113501 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

山形 6月18日 水 115501 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161



第672号 2025年（令和7年）4月1日全 日 電 工 連 （6）

業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

12

13,640 ( )

72

12,870 ( )

72

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 野付郡 ㈱橋本電気商会 橋本淳一様 71

【北海道】 名寄市 ㈱竹内電建 竹内利行様 74

【秋田】 由利本荘市 ㈲伊藤電気商会 伊藤雄太郎様 58

【山形】 山形市 ㈱シスモ 長澤徹様 68

【山形】 天童市 佐久間電気工事 佐久間隆義様 83

【富山】 氷見市 ㈲ミヤカワ電設 宮川清様 69

【富山】 高岡市 野沢電工 野澤精剛様 57

【富山】 高岡市 山元電工 山元喜昭様 67

【茨城】 つくばみらい市 ㈱成島電気 成島隆夫様 75

【茨城】 北茨城市 日彰電気工事㈲ 松本彰史様 86

【栃木】 日光市 湯沢電気工事店 湯沢宏也様 58

【栃木】 大田原市 親栄電工社 村上恒様 51

【群馬】 渋川市 上毛電業㈱ 狩野明様 56

【群馬】 高崎市 猿渡電気商会 猿渡房一様 82

【埼玉】 羽生市 ㈲横須賀電機 横須賀茂様 76

【三重】 多気郡 小林電気工事 小林清男様 85

【大阪】 泉南郡 ひらの電気工業 平野浩三様 82

【大阪】 八尾市 村上電気商会 村上康雄様 82

【和歌山】 和歌山市 児玉電機店 児玉光進様 80

【和歌山】 南牟婁郡 信和通信 莊司孝一様 78

【兵庫】 多可郡 明幸電機㈱ 金髙啓三郎様 48

【兵庫】 淡路市 下原電工 下原一伸様 61

【山口】 熊毛郡 ㈲曽田工業 曽田弘様 87

【香川】 三豊市 共栄電気 谷口幹雄様 75

【福岡】 福岡市 ㈱南日本電設工業 埓行德様 90

【宮崎】 宮崎市 ㈲大淀電設 清水節男様 87

【沖縄】 中頭郡 ㈲開成電設 比嘉務様 72

見舞金

【神奈川】 横浜市 ㈲横浜テレビサービス 岸佳余子様 火災全半焼

千
葉
県
工
組

工
業
高
校
生
と
企
業
と
の
意
見
交
換
会

『
電
気
工
事
業
の
魅
力
を
伝
え
る
』
を
テ
ー
マ

　

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
嶋
野
貞
雄
理
事
長
）
は
3
月

13
日
、
工
業
高
校
生
と
企
業
と

の
意
見
交
換
会
を
千
葉
県
電
工

会
館
で
開
催
し
た
。

　

若
手
技
術
者
育
成
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
意
見
交
換

会
の
テ
ー
マ
は
『
電
気
工
事
業

の
魅
力
を
伝
え
る
』。

　

千
葉
県
立
市
川
工
業
高
等
学

校
と
千
葉
県
立
千

葉
工
業
高
等
学
校

の
電
気
科
1
年
生

1
0
1
名
が
参
加

し
て
、
意
見
交
換

会
を
通
じ
て
電
気

工
事
業
界
と
電
気

科
学
生
の
つ
な
が
り
を
作
る
と

と
も
に
、
学
生
の
就
業
意
識
の

醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
語
り
合

っ
た
。

　

意
見
交
換
会
に
先
立
ち
、
電

工
会
館
駐
車
場
に
建
柱
車
、
高

所
作
業
車
、工
事
車
両
を
展
示
。

ま
た
会
館
2
階
で
は
Ｖ
Ｒ
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
工
具
の
展
示
を
行

女性部と女子生徒のフリートーク

埼
玉
県
工
組

電
気
工
事
関
連
企
業
説
明
会
を
開
催

地

元

企

業

の

業

態

や

実

情

を

説

明

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合
（
沼
尻

芳
治
理
事
長
）
の
行
田
支
部
（
羽
鳥
隆

行
支
部
長
）
は
3
月
12
日
、
行
田
市
の

埼
玉
県
立
進
修
館
高
等
学
校
で
第
1
回

電
気
工
事
関
連
企
業
説
明
会
を
開
催
し

た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
生
徒
た
ち
が
授
業

で
行
っ
て
い
る
電
気
工
事
に
関
す
る
地

元
企
業
の
業
態
や
実
情
を
説
明
し
、
電

気
工
事
業
界
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら

い
、
日
々
の
学
習
へ
の
取
り
組
み
に
繋

げ
、
進
路
選
択
の
一
助
に
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
電
気
シ

ス
テ
ム
科
2
年
生
14
名
の
生
徒
が
参
加

し
た
。

　

組
合
か
ら
は
羽
鳥
支
部
長
、
大
島
征

二
支
部
長
代
行
、
事
務
局
に
加
え
、
組

合
員
企
業
の
ハ
ト
リ
（
羽
生
市
）、
リ

プ
ロ
（
鴻
巣
市
）、藤
間
電
業
（
行
田
市
）

が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
羽
鳥
支
部
長
は
、「
電

気
工
事
業
者
と
い
っ
て
も
会
社
に

よ
っ
て
事
業
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
で
、
説
明
を
聞
い
て
そ
の
中

で
少
し
で
も
電
気
工
事
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
に

な
れ
ば
と
思
う
。
皆
さ
ま
の
進
路

選
択
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

続
い
て
、
3
社
の
紹
介
と
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
の
個
別
説
明
を
行

っ
た
。

活発な議論が行われた意見交換会

嶋野理事長

い
、
大
勢
の
生
徒
た
ち
が
実
車

体
験
や
見
学
に
訪
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
嶋
野
理

事
長
は
「
電
気
工
事
業
に
魅
力

を
感
じ
て
就
職
先
の
選
択
肢
の

一
つ
に
し
て
ほ
し
い
。そ
し
て
、

で
き
れ
ば
地
元
に
就
職
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
私
の
願
い
だ
。

今
日
は
業
界
を
知
る
た
め
に
議

論
し
て
有
益
な
収
穫
を
得
て
ほ

し
い
」
と
高
校
生
た
ち
に
期
待

を
寄
せ
た
。

　

意
見
交
換
会
は
「
先
輩
に
聞

い
て
み
た
い
こ
と
、
後
輩
に
聞

い
て
み
た
い
こ
と
」
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
電

気
工
事
の
魅
力
や
働
く
と
は
何

か
、
働
い
て
み
た
い
会
社
、
電

気
工
事
業
界
の
将
来
な
ど
に
つ

い
て
80
分
に
わ
た
り
意
見
交
換

を
行
い
、
最
後
に

グ
ル
ー
プ
ご
と
に

集
約
し
た
意
見
を

発
表
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に

は
同
工
組
の
女
性

部
員
も
参
加
。
女

性
の
み
の
テ
ー
ブ

ル
で
女
子
生
徒
か

ら
の
質
問
に
応
じ

た
り
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
た
。

説明会の様子

ブースを設置しての個別説明

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
生
徒
達
が
活
発
に
質
問

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
普
段
聞

け
な
い
地
元
電
気
工
事
会
社

の
業
態
や
実
情
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
経
験
と
な

っ
た
。
説
明
会
終
了
後
に
生

徒
代
表
か
ら
「
進
路
に
悩
ん

で
い
る
中
、
貴
重
な
お
話
を

伺
え
て
、
進
路
の
幅
が
広
が

っ
て
い
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。



第672号 2025年（令和7年）4月1日全 日 電 工 連 （8）

　
「
組
合
の
青
年
部
に
入
部
し
て
ほ
し

い
。」「
は
い
わ
か
り
ま
し
た
！
」
父
の
会

社
に
入
社
直
後
、
あ
る
上
司
の
一
言
か
ら

青
年
部
に
入
部
。
私
一
人
が
女
性
で
し
た

が
、
職
人
業
界
に
育
っ
た
私
に
は
何
の
抵

抗
も
な
い
楽
し
い
環
境
で
し
た
。

　

青
年
部
12
年
目
の
時
、
石
川
県
電
気
工

事
工
業
組
合
女
性
部
発
足
に
あ
た

り
、
部
長
と
い
う
大
役
を
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
部
設
立

へ
の
歯
車
が
回
り
始
め
ま
す
。
そ

の
1
年
後
、
2
0
2
3
年
3
月
3

日
の
ひ
な
祭
り
に
全
国
で
11
番
目

と
な
る
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組

合
女
性
部
が
設
立
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
縁
を
つ
な
い
で
頂

き
、
22
名
の
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ

ー
で
出
発
し
た
女
性
部
は
、
お
か

げ
さ
ま
で
創
立
3
年
目
を
迎
え
て

な
り
合
っ
た
時
、
と
て
も
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
が
私

た
ち
女
性
部
の
役
割
で
あ
り
任
務
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
女
性

部
は
新
た
な
挑
戦
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

勇
敢
に
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。

な
が
ら
思
う
事
。
そ
れ
は
男
性
の

力
は
や
は
り
偉
大
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
力
を
高
め
合
う
為
に
は
、
対

等
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
女

性
に
し
か
で
き
な
い
事
を
確
立
し

て
い
く
。
お
互
い
の
長
所
や
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
短
所
を
補
い
、

そ
れ
を
行
動
力
と
す
る
事
が
で
き

れ
ば
、
大
き
な
力
が
生
ま
れ
、
強

化
力
に
繋
が
り
、
素
晴
ら
し
い
も

の
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。
女
性
の

細
や
か
さ
と
男
性
の
力
強
さ
が
重

　

全
国
で
電
気
工
事
組
合
女
性
部

が
設
立
さ
れ
る
事
を
心
か
ら
願
い

な
が
ら
、
電
気
業
界
に
新
し
い
風

を
吹
か
せ
る
為
に
邁
進
し
て
行
く

所
存
で
す
。
皆
様
の
大
き
な
ご
支

援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

電
気
業
界
に
新
し
い
風
を

世
話
人
　

中
村
志
保
（
石
川
）

To Be Continued…

連
載　

第

12
回

目
は
、
男
性
社
会
の
業
界
特
有
の
課
題
に

取
り
組
み
ま
す
。
最
高
の
職
人
さ
ん
ば
か

り
な
の
に
出
会
い
の
場
が
少
な
い
！
と
の

声
を
受
け
、
青
年
部
や
相
談
役
の
ご
協
力

の
も
と
、
電
気
屋
さ
ん
と
出
会
う
「
電
Ｄ

絆
Ｐ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
」
を
企
画
考
案
。
7
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
と
い
う
大
成
功

を
収
め
、
最
高
の
達
成
感
と
団
結
を
生
み

出
す
こ
と
が
出
来
、
私
達
女
性
部
に
と
っ

て
大
き
な
自
信
に
繋
が
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
一
丸
と
な
り
考
え
生
み

出
し
実
行
す
る
。こ
の
大
き
な
団
結
こ
そ
、

女
性
部
が
業
界
の
次
世
代
を
繋
い
で
い
く

力
と
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
大
き
な

宝
物
で
す
。

　

私
が
女
性
と
し
て
こ
の
業
界
に
携
わ
り

全国青年部協議会　第4回評議員会開催全国青年部協議会　第4回評議員会開催

お
り
ま
す
。
手
探
り
の
中
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
し
、
青
年
部
の
協
力
も
頂
き
な
が
ら
、

ど
う
し
た
ら
女
性
部
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
の
か
？
女
性
と
し
て
の
役
割
は
何
な
の

か
？
を
考
え
な
が
ら
前
進
し
て
い
ま
す
。

1
年
目
は
、
青
年
部
と
の
合
同
意
見
交

換
会
、
高
校
生

と
の
交
流
会
、

組
合
全
国
大
会

へ
参
加
。
全
国

の
組
合
と
の
交

流
は
、
と
て
も

貴
重
で
、
有
意

義
な
素
晴
ら
し

い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
2
年

時
流
と
共
に
成
長
〜
し
な
や
か
な
青
年
部
〜

　

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部
協

議
会
評
議
員
会
（
齊
藤
卓
也
会

長
）
が
3
月
14
日
、
全
日
電
工

連
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
評
議

員
会
に
は
、
全
国
の
青
年
部
代

表
が
出
席
し
て
事
業
報
告
や
ア

カ
デ
ミ
ー
、
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。　

　

会
議
に
先
立
ち
齊
藤
会
長
は

1
期
2
年
の
任
期
を
振
り
返

り
、
青
年
部
役
員
と
評
議
員
に

感
謝
の
意
を
述
べ
た
後
、「
事

業
計
画
は
、
活
動
テ
ー
マ
の
も

と
7
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
き

た
が
よ
く
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

見
え
る
化
と
と
も
に
結
果
が
出

て
き
た
。
特
に
会
員

増
強
に
つ
い
て
は
、

数
字
と
し
て
結
果
が

現
れ
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
」
と
事
業
の
実
施

状
況
を
報
告
。
続
け

て
「
中
長
期
の
計
画
な
ど
今
日

も
こ
れ
か
ら
色
々
な
報
告
が
あ

る
中
で
、
情
報
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
繋
が
な
い
と
「
0
」

か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
事

業
を
実
施
す
る
過
程
で
失
敗
す

る
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で

止
め
ず
に
仲
間
と
共
に
動
く
こ

と
が
大
切
だ
。
そ
し
て
動
い
た

結
果
が
最
終
的
に
成
功
に
つ
な

が
り
、
自
身
の
成
長
の
糧
に
な

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｊ
Ｔ
）
が
そ

れ
ぞ
れ
今
期
の
実
施
事
業
を
報

告
し
た
。

　

ト
レ
ン
ド
Ｐ
Ｊ
Ｔ
は
、
業
界

理
解
促
進
事
業
の
充
実
、

行
政
担
当
職
員
と
の
情
報

共
有
、
新
た
な
業
種
や
他

団
体
と
の
連
携
事
業
な
ど

を
報
告
。

　

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｊ
Ｔ

は
、
会
員
増
強
と
青
年
部

活
動
の
活
性
化
・
子
供
た

ち
に
向
け
た
業
界
の
魅
力

Ｐ
Ｒ
推
進
、
第
6
回
全
国

青
年
部
会
員
大
会
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
共
済

制
度
青
年
部
加
入
拡
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
も
報

告
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
5
工
組
青
年
部

（
北
海
道
・
岩
手
・
新
潟
・
埼

玉
・
岐
阜
）
に
目
録
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
11
月
か
ら
実

施
し
た
「
会
員
増
強
1
0
0
日

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」表
彰
を
実
施
。

増
加
数
・
増
加
率
・
プ
ロ
セ
ス

各テーブルで想いを語り合う青年部

会員増強100日キャンペーン

増加数部門 増加率部門 プロセス部門

第1位 埼玉県青年部 静岡東部青年部 北海道青年部

第2位 広島県青年部 埼玉県青年部 埼玉県青年部

第3位

北海道青年部

千葉県青年部

長野県青年部

長野県青年部 静岡県青年部

自テーブルの意見を集約して発表

齊藤会長

の
各
分
野
上
位
の
青
年
部
が
表

彰
さ
れ
た
（
右
表
）。

　

第
4
回
目
の
開
催
と
な
る
ア

カ
デ
ミ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
次
の

時
代
に
飛
び
出
せ
！
」。
評
議

員
は
事
前
に
任
期
期
間
の
活
動

を
振
り
返
り
、
実
施
し
た
事
業

と
活
動
内
容
を
シ
ー
ト
に
取
り

ま
と
め
、
代
表
と
し
て
2
名
の

評
議
員
（
北
海
道
・
埼
玉
）
が

発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
各
評
議
員
が
他
県

工
組
の
活
動
や
考
え
を
聞
い
て

自
身
の
考
え
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
今
後
青
年
部
に
ど
の
様
な

か
か
わ
り
方
を
す
べ
き
か
、
果

た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
全
体
を
代
表
し
て
4

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
、
自
テ

ー
ブ
ル
の
意
見
を
集
約
し
て
発

表
を
行
っ
た
。


